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1.  平成26年3月期第1四半期の連結業績（平成25年4月1日～平成25年6月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

26年3月期第1四半期 6,830 39.1 △433 ― △604 ― △848 ―

25年3月期第1四半期 4,911 △49.8 △803 ― △921 ― △1,269 ―

（注）包括利益 26年3月期第1四半期 △784百万円 （―％） 25年3月期第1四半期 △1,233百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

26年3月期第1四半期 △17.18 ―

25年3月期第1四半期 △25.70 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

26年3月期第1四半期 49,532 14,911 30.1 301.79
25年3月期 50,767 15,696 30.9 317.68

（参考） 自己資本   26年3月期第1四半期  14,911百万円 25年3月期  15,696百万円

2.  配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：  無  

当社は定款において第２四半期末及び期末日を配当基準日と定めておりますが、現時点では当該基準日毎の配当予想額は未定であります。 

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

25年3月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00

26年3月期 ―

26年3月期（予想） ― ― ― ―

3. 平成26年 3月期の連結業績予想（平成25年 4月 1日～平成26年 3月31日） 
 

（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ：  無  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 20,000 53.8 500 ― 400 ― 300 ― 6.07
通期 43,000 41.4 1,400 ― 1,000 ― 800 ― 16.19



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  ：  無  

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  ：  有  
（注）詳細は、添付資料Ｐ．３「２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 （2）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用」をご覧ください。 

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
  この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に 
基づく四半期連結財務諸表に対するレビュー手続は終了しておりません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
（将来に関する記述等についてのご注意） 
  本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、 
その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提とな 
る条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料Ｐ．３「１．当四半期決算に関する定性的情報 （3）連結業績予想などの将来 
予測情報に関する説明」をご覧ください。 

※  注記事項

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更   ：  無

② ①以外の会計方針の変更   ：  無

③ 会計上の見積りの変更   ：  無

④ 修正再表示   ：  無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 26年3月期1Q 51,926,194 株 25年3月期 51,926,194 株

② 期末自己株式数 26年3月期1Q 2,515,555 株 25年3月期 2,514,868 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 26年3月期1Q 49,411,116 株 25年3月期1Q 49,411,858 株
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（１）経営成績に関する説明 

①業績全般について  

当第１四半期連結累計期間における当社グループの事業環境は、円安基調の継続や経済政策への期待感がある

ものの、欧州の債務問題、中国の経済減速不安など様々なリスクも抱えており、先行き不透明な状況が続いてい

ます。液晶パネル業界はテレビ市場の低迷が続いていますが、中国において大型パネル分野の新規設備投資があ

りました。また、スマートフォンやタブレットなどモバイル機器の製品市場は好調であるものの、中小型パネル

およびタッチパネル分野の設備投資は慎重な動きが見られました。 

半導体分野は、先端分野への設備投資は堅調に推移しましたが、一部で投資の先送りも見られました。 

また、顧客の設備投資の決定遅れ等により売上が第２四半期以降に延期される案件がありました。  

太陽電池分野は、太陽電池価格の下落が続いており、設備投資も低迷しております。  

このような景況下、当社グループは受注活動を強化し、半導体や中小型液晶パネルでの顧客拡大を進めるとと

もに、新成長分野への展開を進めました。また、不要不急な固定費の削減および標準化・リードタイム短縮など

のコスト構造改革を進めつつ、半導体関連の設備投資の増加などにより事業の成長を一層加速しています。  

その結果、当第１四半期連結累計期間の業績は、売上高は6,830百万円（前年同期比39.1％増）、営業損失は

433百万円（前年同期は営業損失803百万円）、経常損失は604百万円（前年同期は経常損失921百万円）、四半期

純損失は848百万円（前年同期は四半期純損失1,269百万円）となりました。  

②為替変動による影響  

円安の進行により、当社の外貨建て受注契約案件の売上進行に伴い売上利益に対しては差益となり営業利益が

増加しておりますが、一方で外貨建て資産・負債に関連して為替差損を営業外費用に計上しております。合算す

ると相殺され、為替差益が発生しております。  

③セグメントの業績について 

（ファインメカトロニクス部門） 

液晶パネル前工程では、中国向け大型パネル用装置、中小型パネル用装置の設備投資が堅調に推移し売上が

増加しました。  

半導体前工程は、一部に投資の慎重な動きがあり、顧客の設備投資の決定遅れ等により売上が減少しまし

た。  

この結果、当セグメントの売上高は3,827百万円（前年同期比22.6％増）、セグメント損失は70百万円（前年

同期はセグメント損失246百万円）となりました。 

（メカトロニクスシステム部門） 

液晶モジュール工程では、タッチパネル貼合装置の売上が増加しました。  

半導体組立工程は、フリップチップボンダの拡販により売上が増加しました。 

この結果、当セグメントの売上高は1,976百万円（前年同期比122.1％増）、セグメント損失は375百万円（前

年同期はセグメント損失527百万円）となりました。  

   

   

（２）財政状態に関する説明 

資産、負債及び純資産の状況   

当第１四半期連結会計期間末の総資産につきましては、前連結会計年度末に比べ1,234百万円減少し49,532百

万円となりました。 

流動資産は、前連結会計年度末に比べ1,775百万円減少し35,727百万円となりました。これは主に、受取手形

及び売掛金が減少したことによります。 

固定資産は、前連結会計年度末に比べ540百万円増加し13,804百万円となりました。これは主に、建設仮勘定

が増加したことによります。 

負債につきましては、前連結会計年度末に比べ449百万円減少し34,620百万円となりました。これは主に、短

期借入金が減少したことによります。 

純資産につきましては、前連結会計年度末に比べ785百万円減少し14,911百万円となりました。これは主に、

四半期純損失の計上により利益剰余金が減少したことによります。 

   

１．当四半期決算に関する定性的情報
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（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

液晶パネル業界は、一時的に中国において大型パネル分野の新規設備投資がありますが、テレビ需要が低迷し

大型パネル分野の設備投資は厳しい状況が続くと予想されます。 

一方、中小型パネルおよびタッチパネル分野では、スマートフォンやタブレットの需要拡大により設備投資が

継続していくと予想され、成長分野でのコア技術を生かした新商品を投入し、売上拡大を進めます。 

半導体分野は、微細化関連装置の投資は堅調と予想され、同分野での売上拡大を図ります。 

当社を取り巻く環境は依然として厳しいものがありますが、成長分野を中心に受注拡大を加速し、売上の拡大

に向けて取り組んでまいります。また、引き続きコスト構造改革と固定費の削減を行い、利益率の向上を図りま

す。   

以上により、平成26年３月期の業績見通しとしては、前回予想から変更なく売上高43,000百万円、営業利益

1,400百万円、経常利益1,000百万円、当期純利益800百万円を予想しております。   

   

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

該当事項はありません。   

   

   

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

税金費用については、税引前四半期純利益に法定実効税率をベースとした年間予測税率を乗じて計算しており

ます。   

    

   

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成25年３月31日) 

当第１四半期連結会計期間 
(平成25年６月30日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 4,296 4,332

受取手形及び売掛金 24,545 23,506

電子記録債権 527 －

商品及び製品 2,351 2,362

仕掛品 4,098 4,263

原材料及び貯蔵品 195 190

繰延税金資産 787 506

未収入金 522 320

その他 232 296

貸倒引当金 △54 △50

流動資産合計 37,503 35,727

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 28,433 28,433

減価償却累計額 △17,830 △17,966

建物及び構築物（純額） 10,602 10,466

機械装置及び運搬具 2,061 2,141

減価償却累計額 △1,474 △1,559

機械装置及び運搬具（純額） 586 582

工具、器具及び備品 465 486

減価償却累計額 △406 △415

工具、器具及び備品（純額） 59 70

土地 119 119

リース資産 710 678

減価償却累計額 △468 △457

リース資産（純額） 242 220

建設仮勘定 207 831

有形固定資産合計 11,817 12,291

無形固定資産   

のれん 9 4

特許権 322 328

リース資産 23 18

その他 359 332

無形固定資産合計 715 684

投資その他の資産   

投資有価証券 241 252

長期前払費用 6 8

繰延税金資産 117 163

その他 376 416

貸倒引当金 △10 △10

投資その他の資産合計 731 829

固定資産合計 13,263 13,804

資産合計 50,767 49,532
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（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成25年３月31日) 

当第１四半期連結会計期間 
(平成25年６月30日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 8,500 8,887

短期借入金 11,742 10,662

リース債務 102 90

未払法人税等 59 49

未払費用 2,021 2,093

前受金 828 958

役員賞与引当金 － 8

受注損失引当金 17 17

資産除去債務 11 11

その他 529 546

流動負債合計 23,813 23,324

固定負債   

長期借入金 2,700 2,700

リース債務 181 164

長期未払金 21 19

退職給付引当金 4,801 4,852

役員退職慰労引当金 11 10

修繕引当金 450 459

資産除去債務 33 33

長期預り保証金 3,057 3,057

固定負債合計 11,257 11,296

負債合計 35,070 34,620

純資産の部   

株主資本   

資本金 6,761 6,761

資本剰余金 9,995 9,995

利益剰余金 514 △334

自己株式 △1,720 △1,720

株主資本合計 15,550 14,701

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 56 66

為替換算調整勘定 89 143

その他の包括利益累計額合計 146 210

純資産合計 15,696 14,911

負債純資産合計 50,767 49,532
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 
（四半期連結損益計算書） 
（第１四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成25年６月30日) 

売上高 4,911 6,830

売上原価 3,837 5,167

売上総利益 1,074 1,663

販売費及び一般管理費 1,877 2,096

営業損失（△） △803 △433

営業外収益   

受取利息 1 2

受取配当金 2 2

助成金収入 63 －

貸倒引当金戻入額 18 4

その他 8 5

営業外収益合計 94 14

営業外費用   

支払利息 41 41

為替差損 152 104

その他 19 39

営業外費用合計 213 185

経常損失（△） △921 △604

税金等調整前四半期純損失（△） △921 △604

法人税、住民税及び事業税 6 8

法人税等調整額 340 235

法人税等合計 347 244

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △1,269 △848

四半期純損失（△） △1,269 △848
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（四半期連結包括利益計算書） 
（第１四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成25年６月30日) 

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △1,269 △848

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △17 10

為替換算調整勘定 53 53

その他の包括利益合計 35 64

四半期包括利益 △1,233 △784

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 △1,233 △784
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該当事項はありません。   

   

   

該当事項はありません。   

   

   

セグメント情報   

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自 平成24年４月１日 至 平成24年６月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報    

 （単位：百万円）

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主

な内容（差異調整に関する事項） 

                                   （単位：百万円）         

（注）全社費用は、報告セグメントに帰属しない当社の研究開発費のうち全社共通に係る要素開発費用であり

ます。  

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

該当事項はありません。  

（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

（セグメント情報等）

  報告セグメント

合計
  

ファインメカ
トロニクス 

メカトロニク
スシステム 

流通機器 

システム 
不動産賃貸 

売上高  

外部顧客への売上高  3,121  889  405  495  4,911

セグメント間の内部売上高又は  
振替高  0  16 －  －  17

計  3,122  906  405  495  4,929

セグメント利益又はセグメント損失
（△） 

△246 △527 △6  96 △683

利益  金額 

報告セグメント計  △683

全社費用（注）  △78

その他  △159

四半期連結損益計算書の経常損失(△)  △921
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Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自 平成25年４月１日 至 平成25年６月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報    

 （単位：百万円）

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主

な内容（差異調整に関する事項） 

                                   （単位：百万円）  

（注）全社費用は、報告セグメントに帰属しない当社の研究開発費のうち全社共通に係る要素開発費用であり

ます。  

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

該当事項はありません。 

  

  報告セグメント

合計
  

ファインメカ
トロニクス 

メカトロニク
スシステム 

流通機器 

システム 
不動産賃貸 

売上高  

外部顧客への売上高  3,827  1,976  534  493  6,830

セグメント間の内部売上高又は  
振替高  4  41  0  －  46

計  3,831  2,017  534  493  6,877

セグメント利益又はセグメント損失
（△） 

△70 △375 △16  90 △370

利益  金額 

報告セグメント計  △370

全社費用（注）  △55

その他  △177

四半期連結損益計算書の経常損失(△)  △604
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